
障害者自立支援給付支払等システムについて 

平成２３年８月２６日 

社会･援護局 障害保健福祉部 企画課 

※今後の検討により、内容等に変更が生じることがありうる。 
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１ 今後の主なスケジュールについて 
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８月 ９月 １０月 １１月 １２月

国

都道府県

市町村

※1：平成24年4月施行分：利用者負担の見直し、相談支援の充実及び障害児支援の強化

※2：平成23年10月施行分：同行援護の実施及びグループホーム・ケアホーム利用の際の助成の実施

※現段階で想定されるスケジュールを整理したもの。

障害者自立支援給付支払等システム関係の今後の主なスケジュール

○平成24年4月施行分（※1）に係るインタ

フェース仕様書（案）の提示

★8/26合同担当者説明会

★合同担当者説明会（予定）

○同行援護の実施に係る事業所

台帳の整備

○平成23年10月施行分に係る

受給者台帳の整備

○平成23年10月施行分（※2）に係るインタ

フェース仕様書（確定版）の提示



２ グループホーム・ケアホームの特定障害者 

  特別給付費の明細書記載方法について 



様式第三（附則第三条第二項関係）

0 03 0 0 0 3 0決定利用者負担額

3 1年

助成自治体番号

介護給付費・訓練等給付費等明細書

（共同生活介護、共同生活援助）

市町村番号 X X 1 1 01 月分

1

21 平成

1X X 2 1

請
求
事
業
者

1

支 給 決 定 に 係 る

1

支給決定障害者等
国保　太郎

1 1

氏 名

1 1

1 1

受 給 者 証 番 号 J 1 1

指定事業所番号 1

0

地域区分 丙地

0 0

障 害 児 氏 名

利用者負担上限月額　① 3

サービス

種別

3 1 開始年月日

障害程度区分

事業者及び
その事業所
の名称

Aケアホーム

1 1

5

4 月平成 2 3 年 年1 日 終了年月日 平成 日 入院日数月 外泊日数

開始年月日 平成 年 日 終了年月日 平成月 月年 外泊日数日 入院日数

回数 サービス単位 摘要

3 65 2

給

付

費

明

細

欄

単位数

3 1 1 1 68 3 1 1 8

給付単位数 6 8

給付率 9

日

共同生活

総費用額 1 6

サービス種類コード 3 1

サービス利用日数 3 1 日

1 61 6 3

単位数単価 1 0 0 0 円/単位 円/単位

3 6

／１００0 ／１００

6 83 6 8 0

1

3

7 3 1 2

01 6

給付率に

基づく

請求額 1 4

利用者負担額② 6 3 6 8

上限月額調整(①②の内少ない数) 3 0 00 0 03 0

調整後利用者負担額

0 6

自治体助成分請求額

給付費請求額 1 6 1 6 6 8

当該事業所への通所日数

0

8

合計

0

上限額管理後利用者負担額

事業所名称
日中活動先事業所

日中介護等

支援加算欄

指定事業所番号

請

求

額

集

計

欄

サービスコードサービス内容

共同生活Ⅰ５ 2 1

利用者負担上限額
管理事業所

指定事業所番号

事業所名称

管理結果 管理結果額

23 1

X 0 0 0 0

7 6 9 給付費請求額

0

08

特定障害者特別給付費

助成金
請求先都道府県番号

サービス種類 請求額

X 0

実費算定額

1 0 0 0 0 3 0 0

記載例①

グループホーム・ケアホームの特定障害者特別給付費の明細書記載方法について① 

【事務処理要領（案）より抜粋】 
ア 給付費請求額 

   「障害者自立支援法施行令第２１条の３第１項第２号の規定に基づき 

 共同生活住居費用として厚生労働大臣が定める費用の額」（平成２３年 

 ●月●日厚生労働省告示第●●号）に定める額を記載する。ただし、当 

 該額が「イ 実費算定額」を超える場合は、当該実費算定額を記載する。 

 

イ 実費算定額 

   請求に係る支給決定障害者の当該サービス提供月の現に要した実費 

 の額（補足給付前の額）を記載する。 

実費算定額：家賃（月額）の３０，０００円を記載する。 

 

給付費請求額：告示で定める額の１０，０００円を記載 

          する。 

【前提条件】 

 

受給者が、１事業所のみを利用 

 

家賃（月額）：３０，０００円 
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様式第三（附則第三条第二項関係）

4 0 2 6 4

5 0 0 0

実費算定額

0 0 0

6 0

0

5

23 1

X X 0 0 0 0

助成金
請求先都道府県番号

サービス種類 請求額 特定障害者特別給付費

1 4 0 給付費請求額

自治体助成分請求額

2 3 76 0

決定利用者負担額

給付費請求額 2 3 7

2 6

上限額管理後利用者負担額

調整後利用者負担額

4 02 64 0上限月額調整(①②の内少ない数) 2 6

利用者負担額② 2 6 4 0

6 0

6 4 0 0

給付率に

基づく

請求額 2 3 7

2総費用額 2 6 4 0 0

／１００給付率 9 0 ／１００

円/単位

0

単位数単価 1 0 0 0 円/単位

2 6 40給付単位数 2 6 4

合計
サービス利用日数 5 日 日

事業所名称

請

求

額

集

計

欄

サービス種類コード 3 1 共同生活

当該事業所への通所日数日中介護等

支援加算欄
日中活動先事業所

指定事業所番号

2 6 4 05 2 8 51 1 1 2 1

給

付

費

明

細

欄

サービス内容 サービスコード 単位数 回数 サービス単位 摘要

共同生活Ⅰ５ 3

日 入院日数 外泊日数年 月日 終了年月日 平成年 月

外泊日数

開始年月日 平成

0 月 5 日 入院日数終了年月日 平成 2 3 年 14 月 1 日

事業所名称

サービス

種別

3 1 開始年月日 平成 2 3 年

管理結果額管理結果

障害程度区分 5

利用者負担上限額
管理事業所

指定事業所番号

利用者負担上限月額　① 3 0 0 0

支給決定障害者等
国保　太郎

氏 名

支 給 決 定 に 係 る

障 害 児 氏 名

2 2 2 2

事業者及び
その事業所
の名称

請
求
事
業
者

指定事業所番号 2 2 2

受 給 者 証 番 号 J 2 2 2 2 2

X X 2 2

Bケアホーム

地域区分 丙地

2 2 2

助成自治体番号

2 31 1 1 平成 年 1 0 月分

介護給付費・訓練等給付費等明細書

（共同生活介護、共同生活援助）

市町村番号 X X 1

記載例②

グループホーム・ケアホームの特定障害者特別給付費の明細書記載方法について② 

実費算定額：５日分の家賃額の５，０００円を記載する。 

         

給付費請求額：告示で定める額の１０，０００円が「実費 

          算定額」を超えるため、「実費算定額」 

          の５，０００円を記載する。 
 

【前提条件】 

 

受給者が、月の途中でサービス利用を
終了 

 

家賃（月額）：３１，０００円 

家賃（５日分）：５，０００円 
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３ 同行援護に係るサービスコードについて 
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サービスコードの考え方について 

報酬算定には、サービス内容に応じたサービスコードを使用する。

サービスコードは、「サービス内容」、「提供時間帯」、「提供時間」、「提供人数」等により、それぞれ単位数が異なる。

なお、提供時間帯については、「日中」、「夜間」、「深夜」、「早朝」に分かれており、日中の時間帯を基準に、それぞれ加算がついた単位数となる。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

例えば、１級ヘルパーが同行援護サービスを0.5時間提供した場合の、提供時間帯に応じた単位数は 早朝の時間帯のみの場合 単位 (日中の単位数×1.25 四捨五入)

右表のようになる。 日中の時間帯のみの場合 単位

１つの提供時間帯の中でサービスを提供した場合の報酬算定を「基本型」という。また、 夜間の時間帯のみの場合 単位 (日中の単位数×1.25 四捨五入)

提供時間帯を跨ってサービスを提供した場合の報酬算定として、「複合型」、「増分型」、「日跨型」がある。 深夜の時間帯のみの場合 単位 (日中の単位数×1.50 四捨五入)

基本型

深夜、早朝、日中、夜間の各時間帯を跨がず、同じ時間帯の中でのみサービス提供を行った場合、基本型のサービスコードを使用する。

→

合成型

提供時間帯を跨ったサービス提供時間が３時間未満で、かつ各時間帯のサービス時間がそれぞれ30分以上の場合、合成型のサービスコードを使用する。

なお、提供時間帯を跨ったサービス提供時間の一部が30分未満の場合には、多くの時間を占める時間帯のサービスコードを使用する。

→

増分型

提供時間帯を跨ったサービス提供時間が３時間以上の場合、３時間以降の報酬算定については、増分型のサービスコードを使用する。

なお、サービス提供時間が３時間以上の場合でも、同じ提供時間帯の場合、基本型のサービスコードを使用する。

→

日跨型

サービス提供時間が日を跨った場合、サービス提供開始から３時間未満で、日を跨ったサービス提供時間分については、日跨型のサービスコードを使用する。

なお、３時間以降の報酬算定については、増分型のサービスコードを使用する。

→

 

381

254

1

ヘルパー
資格

運転
サービス提供時間

3.0

開始時間 終了時間

13:00

1・2級等 17:30 18:30

提供
通番

日付 回数 サービス内容

単位

算定
時間数

派遣
人数 サービスコード

151423 同行援護１日中０．５・夜間０．５ 439

サービス内容 単位数

提供
通番

日付 回数 サービス内容

1.0 11 １日 同行援護（伴う）

算定
時間数開始時間 終了時間

1・2級等 7:00

934

23:001 １日 同行援護（伴う） 16.0

ヘルパー
資格

運転
サービス提供時間

単位151971 同行援護１深夜増１．０ 249

1

単位

単位

派遣
人数

サービスコード サービス内容

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 10:00

単位数

×1.25 ×1 ×1.25

ヘルパー
資格

運転
サービス提供時間 前月からの

継続サービス

318

318

×1.5

夜間 深夜

開始時間 終了時間

×1.5

派遣
人数

算定
時間数 サービスコード サービス内容

深夜 早朝 日中

提供
通番

日付 回数 サービス内容

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等

単位

603

647

249

単位

単位

151971 同行援護１深夜増１．０

開始時間 終了時間

23:00 3:00 4.0 同行援護１日跨増深夜１．０・深夜２．０1 151579

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間 算定
時間数

派遣
人数

833 単位

同行援護１日中増８．０ 1,328

151959 同行援護１夜間増４．０ 830 単位

単位数

151395

151131 同行援護１日中３．０

151255 同行援護１深夜１．０

151887

前月からの

継続サービス

前月からの

継続サービス
同行援護１早朝１．０・日中２．０

前月からの

継続サービス

サービスコード サービス内容 単位数



事例① 通常のサービスの場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

備考
前月からの

継続サービス

深夜 早朝 日中 夜間 深夜

1

サービス提供時間

同行援護（伴う）

提供
通番

日付
派遣
人数

運転
ヘルパー

資格
サービス内容

算定
時間数開始時間 終了時間

回数

1 １日 1・2級等 10:00 11:30 1.5

単位

単位数

584 単位

単位

サービス内容

同行援護１日中１．５

サービスコード

151119

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① １０：００～１１：３０（１人体制）

同行援護

（伴う）

（1級）

5 
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事例② ヘルパー要件が３級の場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

ヘルパー要件が３級の場合、サービス提供実績記録票のヘルパー資格に

3級等を設定する。単位

サービス内容 単位数

同行援護１日中１．５・３級 409 単位

単位

11:30 1.5 1

派遣
人数開始時間 終了時間

1 １日 同行援護（伴う） 3級等 10:00

夜間 深夜

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間 算定
時間数

深夜 早朝 日中

サービスコード

151121

前月からの
継続サービス

備考

同行援護

（伴う）

（3級）

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① １０：００～１１：３０（３級ヘルパー１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について
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事例③ ２人派遣で、派遣時間が同一の場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

2人派遣でヘルパーの派遣時間が同一で、かつヘルパー資格が同一の場合、

サービス提供実績記録票の算定時間数にはサービス提供時間を設定し、

派遣人数に2を設定する。

前月からの
継続サービス

備考

サービスコード

151119

151120

夜間 深夜

サービス提供時間 算定
時間数

深夜 早朝 日中

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

派遣
人数開始時間 終了時間

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 10:00 11:30 1.5 2

3.0合計

サービス内容 単位数

同行援護１日中１．５ 584 単位

同行援護１日中１．５・２人 584 単位

単位

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① １０：００～１１：３０（２人体制）

同行援護

（伴う）

2人目(1級)

サービス提供実績記録票の設定について

同行援護

（伴う）

1人目(1級)
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事例④ ２人派遣で、派遣時間がずれた場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

2人派遣でヘルパーの派遣時間がずれた場合、サービス提供実績記録票は

2行に分けて設定する。1行目は全体の通算時間を設定し、提供通番及び

回数に1を設定する。2行目はヘルパーの派遣時間が重複している時間帯

を設定し、提供通番及び回数に2を設定する。

なお、派遣人数は行ごとに１を設定する。

前月からの
継続サービス

深夜

サービスコード

151139

151124

深夜 早朝 日中 夜間

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間

4.0

派遣
人数開始時間 終了時間

算定
時間数

2.0

備考

10:00 14:001 １日 1 同行援護（伴う） 1・2級等 1

2 １日 2 同行援護（伴う） 1・2級等 11:00 13:00 1

サービス内容 単位数

同行援護１日中４．０ 999 単位

同行援護１日中２．０・２人 667 単位

単位

同行援護（伴う）

1人目(1級)

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① １０：００～１１：００（１人体制）

② １１：００～１３：００（２人体制）

③ １３：００～１４：００（１人体制）

同行援護（伴う）

2人目(1級)

サービス提供実績記録票の設定について
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事例⑤ ヘルパー要件が異なる２人派遣で、派遣時間がずれた場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

2人派遣で1人目と2人目のヘルパー資格が異なる場合、サービス提供実績

記録票は、ヘルパー資格毎に2行に分けて設定する。

なお、提供通番及び回数については、ヘルパー資格毎に異なる番号を設定し

派遣人数については、行ごとに１を設定する。

前月からの
継続サービス

備考

深夜

サービスコード

151131

151134

深夜 早朝 日中 夜間

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間 算定
時間数

派遣
人数開始時間 終了時間

1 １日 1 同行援護（伴う） 1・2級等 10:00 13:00 3.0 1

2 １日 2 同行援護（伴う） 3級等 11:00 14:00 3.0 1

単位

サービス内容 単位数

同行援護１日中３．０ 833

同行援護１日中３．０・３級・２人 583 単位

単位

同行援護（伴う）

1人目(1級)

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① １０：００～１３：００（１級ヘルパー）

② １１：００～１４：００（３級ヘルパー）

同行援護（伴う）

2人目(3級)

サービス提供実績記録票の設定について
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事例⑥ サービスを行なっていない時間（空き時間）が２時間未満の場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

サービス提供の間隔が2時間未満の場合、連続した1回のサービス提供として

取り扱う。

サービス提供実績記録票は、2行に分けて設定し、提供通番には同一の番号を

設定し、算定時間数は最終行にまとめて設定する。

なお、サービスを行なっていない時間は設定しない。

夜間 深夜

算定
時間数

派遣
人数

前月からの
継続サービス

備考

深夜 早朝 日中

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間

開始時間 終了時間

1・2級等 10:30 1

14:00 1

1 １日 同行援護（伴う） 9:00

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 12:00 3.5

サービスコード サービス内容 単位数

151135 同行援護１日中３．５ 916 単位

単位

単位

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① ９：００～１０：３０（１人体制）

② １２：００～１４：００（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

同行援護

（伴う）

（1級）

同行援護

（伴う）

（1級）
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事例⑦ サービスを行なっていない時間（空き時間）が２時間以上の場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

サービス提供の間隔が2時間以上の場合、複数のサービス提供として

取り扱う。

サービス提供実績記録票は、2行に分けて設定し、提供通番は別の番号を

設定し、算定時間数はサービス毎に設定する。

なお、サービスを行なっていない時間は設定しない。

サービスコード

151119

151123

前月からの
継続サービス

サービス提供時間 算定
時間数

1

備考

夜間 深夜

派遣
人数

深夜 早朝 日中

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

開始時間 終了時間

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 9:00 10:30 1.5

2 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 15:00 17:00 2.0 1

サービス内容 単位数

同行援護１日中１．５ 584 単位

同行援護１日中２．０ 667 単位

単位

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① ９：００～１０：３０（１人体制）

② １５：００～１７：００（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

同行援護

（伴う）

（1級）

同行援護

（伴う）

（1級）
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事例⑧ 運転時間がある場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

運転時間がある場合、サービス提供実績記録票は、運転時間を含め、3行に

分けて設定する。

事例の場合、連続した1回のサービスであるため、提供通番には同一の番号を

設定し、算定時間数は最終行にまとめて設定する。

なお、運転時間は算定時間に含まれない。

前月からの
継続サービス

備考

サービスコード

151135

提供
通番

深夜

1

夜間

派遣
人数

1

1

3.5

開始時間

深夜 早朝 日中

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間 算定
時間数終了時間

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 10:00 11:30

1 １日 同行援護（伴う）

14:00

1・2級等 運転 11:30 12:00

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 12:00

同行援護１日中３．５ 916 単位

サービス内容 単位数

単位

単位

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① １０：００～１１：３０（１人体制）

② １１：３０～１２：００（運転）

③ １２：００～１４：００（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

運

転

同行援護

（伴う）

（1級）

同行援護

（伴う）

（1級）
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事例⑨ 午前0時を跨ってサービスを提供した場合

【サービス提供実績】

18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

午前0時を跨るサービス提供を行なった場合、連続した1回のサービス提供として

取り扱うので、終了時間に日を跨いだ時間を設定する。

前月からの
継続サービス

備考

サービスコード

151263

151599

151967

派遣
人数

運転回数 サービス内容
ヘルパー

資格

サービス提供時間 算定
時間数

日付
開始時間 終了時間

提供
通番

夜間

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 22:00 1:30 3.5 1

単位数

同行援護１日跨増深夜２．０・深夜１．０ 249 単位

同行援護１深夜増０．５ 125 単位

深夜 深夜 早朝 日中

同行援護１深夜２．０ 1,001 単位

サービス内容

例） １０月１日（土）～２日（日）にサービスを利用

① ２２：００～２４：００（１人体制）

② ０：００～ １：３０（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

同行援護（伴う）

（1級）
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事例⑩ 月を跨ってサービスを提供した場合

【サービス提供実績】

18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

【サービス提供実績記録票の設定】（１０月提供分）

【サービス提供実績記録票の設定】（１１月提供分）

【報酬算定の考え方】（１０月提供分）

月末日から翌月初日の0時を跨ってサービス提供を行った場合、当月分と

翌月分の実績記録票それぞれに分けて設定する。

【報酬算定の考え方】（１１月提供分） 当月の実績記録票には当月分のサービス提供のみを設定するので、終了

時刻に0時を設定し、当月分の報酬を算定する。

翌月の実績記録票については、前月から継続しているサービス提供分を設定し、

前月からの継続サービスに1、提供通番を同一番号に設定する。

151263 同行援護１深夜２．０ 1,001 単位

同行援護（伴う） 0:00 1:30

サービスコード サービス内容 単位数

1・2級等 1.5 11 １日

1 1

開始時間 終了時間

22:00 0:001 31日 同行援護（伴う） 1・2級等

夜間 深夜 深夜 早朝 日中

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間 算定
時間数

派遣
人数

前月からの
継続サービス

備考
開始時間 終了時間

31日 同行援護（伴う）

151967

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間 算定
時間数

派遣
人数

前月からの
継続サービス

備考

同行援護１深夜増０．５

1・2級等

125 単位

0:001 2.0 1

サービスコード サービス内容 単位数

151599 同行援護１日跨増深夜２．０・深夜１．０ 249 単位

22:00

例） １０月３１日（月）～１１月１日（火）に

サービスを利用

① ２２：００～２４：００（１人体制）

② ０：００～ １：３０（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

同行援護（伴う）

（1級）
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事例⑪ サービス提供時間が20分以上30分未満の場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

提供時間数が30分未満であっても、提供時間数が20分以上の場合は、サービス

提供実績記録票の算定時間数に0.5を設定する。

前月からの
継続サービス

備考

サービスコード

151111

深夜 早朝 日中 夜間 深夜

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間 算定
時間数

派遣
人数開始時間 終了時間

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 10:00 10:20 0.5 1

サービス内容 単位数

同行援護１日中０．５ 254 単位

単位

単位

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① １０：００～１０：２０（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

同
行
援
護(

伴
う)



16 

事例⑫ サービス提供時間が20分未満の場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

提供時間数が20分未満の場合は、原則として報酬算定できないが、

夜間、深夜及び早朝の時間帯に提供する場合については、この限りでは

ない。

事例の場合、サービス提供実績記録票の算定時間数に0.5を設定する。

単位

深夜 早朝 日中

同行援護１早朝０．５ 318 単位

単位

サービス内容 単位数

6:00 6:10 0.5 11 １日 同行援護（伴う） 1・2級等

サービス提供時間 算定
時間数

派遣
人数開始時間 終了時間

前月からの
継続サービス

提供
通番

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

深夜夜間

備考

サービスコード

151195

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① ６：００～６：１０（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

同
行
援
護(

伴
う)
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事例⑬ サービス開始時刻が属する時間帯のサービス提供時間が15分未満の場合(早朝と日中の時間帯に跨るサービス提供)

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

サービス開始時刻が属する時間帯のサービス提供時間が15分未満である場合、

多くの時間を占める時間帯の算定基準により算定される。

事例の場合、早朝の時間帯が5分、日中の時間帯が15分で、日中の時間帯が

多いため、日中の算定基準が適用される。

前月からの
継続サービス

備考

夜間 深夜

算定
時間数

派遣
人数

サービスコード

151111

ヘルパー
資格

運転
サービス提供時間

開始時間

7:55 8:15 0.5 1

深夜 早朝 日中

提供
通番

日付 回数 サービス内容
終了時間

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等

単位

サービス内容 単位数

同行援護１日中０．５ 254 単位

単位

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① ７：５５～８：１５（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

同
行
援
護(

伴
う)
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事例⑭ サービス開始時刻が属する時間帯のサービス提供時間が15分未満の場合(早朝と日中の時間帯に跨るサービス提供)

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

サービス開始時刻が属する時間帯のサービス提供時間が15分未満である場合、

多くの時間を占める時間帯の算定基準により算定される。

なお、跨った提供時間帯のサービス提供時間が同一の場合、サービス開始時刻

が属する時間帯の算定基準が適用される。

事例の場合、早朝の時間帯が10分、日中の時間帯が10分で、早朝と日中の時間

帯が同じため、早朝の算定基準が適用される。

前月からの
継続サービス

備考

深夜

サービスコード

151195

深夜 早朝

提供
通番

同行援護１早朝０．５

日中 夜間

日付 回数 サービス内容
ヘルパー

資格
運転

サービス提供時間 算定
時間数

派遣
人数開始時間 終了時間

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等 7:50 8:10 0.5 1

サービス内容 単位数

318 単位

単位

単位

例） １０月１日（土）にサービスを利用

① ７：５０～８：１０（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

同
行
援
護(

伴
う)
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事例⑮ 複数の時間帯でサービスを行なった場合

【サービス提供実績】

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

【サービス提供実績記録票の設定】

【報酬算定の考え方】

提供時間帯を跨ったサービス提供時間が３時間以上の場合、

３時間以降の報酬算定については、増分型のサービスコードを

使用する。

前月からの
継続サービス

備考

151971 同行援護１深夜増１．０

サービスコード

151395

151887

151959 同行援護１夜間増４．０

同行援護１日中増８．０ 1,328 単位

サービス内容

830 単位

249 単位

単位数

同行援護１早朝１．０・日中２．０ 934 単位

深夜

7:00 23:00 16.0 1

サービス内容
ヘルパー

資格
運転

開始時間 終了時間

1 １日 同行援護（伴う） 1・2級等

サービス提供時間 算定
時間数

派遣
人数

深夜 早朝 日中 夜間

提供
通番

日付 回数例） １０月１日（土）にサービスを利用

① ７：００～２３：００（１人体制）

サービス提供実績記録票の設定について

同行援護（伴う）(1級)
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○同行援護の創設に伴い、請求サービスコードと決定サービスコードの対応表に下記の内容を 

  追加する。 

請求サービスコードと決定サービスコードの対応表（案）について 

サービス種類
コード

サービス種類 サービス内容 請求サービスコード
決定サービス

コード

15 同行援護 同行援護（身体介護を伴う場合） １５１１１１～１５２０１８ １５１０００

同行援護（身体介護を伴わない場合） １５３１１１～１５３５７４ １５２０００

利用者負担上限額管理加算 １５５０１０ １５１０００

特定事業所加算 １５６０１０～１５６０１２ １５２０００

特別地域加算 １５６０１５ １５０９０８

初回加算 １５６０２０ １５１０００

１５２０００

緊急時対応加算 １５６０２５ １５１０００

※請求サービスコードと決定サービスコードの対応表（案）（全体版）は、別添のとおり。 



４ 異動連絡票情報作成の際の留意事項 



 平成２３年１０月より重度視覚障害者に対する移動支援を提供した際の報酬（以下、「同行援護サービス」
という。）が創設されるにあたり、異動／訂正連絡票情報及び請求情報の 『期間に関する項目』については
制度施行日（２０１１年１０月１日）以降の日付を設定する。 

 対象の項目については、 「２０１１年１０月以降を設定する必要がある項目一覧」を参照すること。 

■２０１１年１０月以降を設定する必要がある項目一覧 

対象情報 項目名 備考 

事業所異動／訂正連絡票情報 

（サービス情報） 

・基準該当・登録開始年月日（※） 

・事業開始年月日 

サービス種類コードに「１５：同行援護」が設定さ
れている場合 

受給者異動／訂正連絡票情報 

（支給決定情報） 

決定支給期間（開始年月日） 同行援護サービスの決定サービスコード
（15XXXX）が設定されている場合 

市町村異動／訂正連絡票情報 

（独自助成情報） 

独自助成情報・助成有効期間 

（開始年月日） 

独自助成情報・助成対象サービス種類に「１５：同
行援護」が設定されている場合 

介護給付費等明細書 

（日数情報） 

サービス開始日等・開始年月日 サービス種類コードに「１５：同行援護」が設定さ
れている場合 

介護給付費等明細書 

（契約情報） 

契約開始年月日 同行援護サービスの決定サービスコード
（15XXXX）が設定されている場合 

重度視覚障害者に対する移動支援の個別給付化 

（同行援護の創設） に伴う期間の設定について 

※ 基準該当事業所の場合のみ、設定が必要。 
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①介護給付費等明細書（日数情報）  

  サービス開始日等・ 開始年月日 

介護給付費・訓練等給付費等明細書（様式第二） 

②介護給付費等明細書（契約情報）  

  契約開始年月日 
契約内容報告書 

サービス内容が同行援護サービスの場
合、契約開始年月日には、平成２３年１０
月１日以降の日付を設定する。 

設定のイメージ 

サービス種類コードが「１５：同行援護」の場合、
開始年月日には、平成２３年１０月１日以降の日
付を設定する。 
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グループホーム・ケアホーム家賃助成対象者の設定方法について 

平成２３年１０月よりグループホーム・ケアホーム利用の際の助成が実施されるにあたり、以下の支給決定
サービスコードを追加する。 

  「310801：共同生活介護特定障害者特別給付費対象者」 

  「330801：共同生活援助特定障害者特別給付費対象者」 

グループホーム・ケアホームを利用する受給者が家賃助成対象者となる場合、上記の支給決定サービス
コードを設定した受給者異動連絡票情報（支給決定情報）を作成し、国保連合会に提出する。 

受給者異動連絡票情報（支給決定情報）のイメージ 

異動年月日 
証記載 

市町村番号 
受給者証番号 

決定サービス 

コード 
決定支給量 

１回当たりの 

最大提供量 

支給量 

単位区分 

決定支給期間 

（開始年月日） 

決定支給期間 

（終了年月日） 
・・・ 

2011.10.01 991111 9910011111 310801 － － － 2011.10.01 2012.06.30 ・・・ 

2011.10.01 991111 9910011111 330801 － － － 2011.10.01 2012.06.30 ・・・ 

インタフェース仕様書（案）市町村編 より抜粋 

「310801：共同生活介護特定障害者特別給付費
対象者」、「330801：共同生活援助特定障害者特
別給付費対象者」については、決定支給量は設
定しない。 

  

また、グループホーム及びケアホーム両方の家賃
助成対象者となる場合、必ず両方の支給決定
サービスコードを設定すること。 
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受給者異動連絡票情報（基本情報）のイメージ 

異動年月日 
証記載 

市町村番号 
受給者証番号 

補足給付情報 ・・・ 

補足給付有無 
生保移行防止有無 

（補足給付） 

補足給付額 

（日額） 

補足給付有効期間 

（開始年月日） 

補足給付有効期間 

（終了年月日） 
・・・ 

2011.10.01 991111 9910011111 1：無し 1：無し － － － ・・・ 

グループホーム・ケアホームを利用する受給者が家賃助成対象者となる場合、受給者異動／訂正連絡票情
報（基本情報）の補足給付情報を設定する必要はない。 

支給決定時の留意事項 

インタフェース仕様書（案）市町村編 より抜粋 

グループホーム・ケアホームを利用する受
給者が家賃助成対象者となる場合、補足給
付情報を設定するのではなく、当該支給決
定サービスコードを設定すること。 
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５ 国民健康保険団体連合会規約例等の改正 

   について（案） 
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1 障害者自立支援法関係 
 ・ 介護給付費、訓練等給付費 
 ・ サービス利用計画作成費（～平成２４年３月） 

 ・ 地域相談支援給付費（平成２４年４月～） 

 ・ 計画相談支援給付費（平成２４年４月～） 

 ・ 特定障害者特別給付費〔補足給付費〕 

 ・ （個別給付にかかる）特別対策費 
  

 ・ 特例介護給付費・特例訓練等給付費 
 ・ 高額障害福祉サービス費 
 ・ 地域生活支援事業の一部 
 ・ 利用者負担分の地方単独助成 

２ 児童福祉法関係 
 ・ 障害児施設給付費（～平成２４年３月） 

 ・ 特別対策費（障害児施設給付費分。 ～平成２４年３月） 

 ・ 障害児入所給付費（平成２４年４月～） 

 ・ 特別対策費（障害児入所給付費分。平成２４年４月～ ） 

 ・ 特定入所障害児食費等給付費〔補足給付費〕 
  

 ・ 障害児通所給付費（平成２４年４月～） 

 ・ 特別対策費（障害児通所給付費分。平成２４年４月～ ） 

 ・ 障害児相談支援給付費（平成２４年４月～） 
  

 ・ 高額障害児施設給付費（～平成２４年３月） 

 ・ 特例障害児通所給付費（平成２４年４月～）   
 ・ 高額障害児入所給付費（平成２４年４月～ ） 

 ・ 高額障害児通所給付費（平成２４年４月～ ） 

 ・ 利用者負担分の地方単独助成 

全市町村の委託 

市町村の任意による委託 

都道府県等の任意による委託 

市町村の委託 

都道府県、または市町村の任意に
よる委託 

市町村、または都道府県から国保連合会へ委託が行われる支払事務の範囲について 
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「障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間において障
害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律（平成２２年法律第７１号。以下、「整備
法」という。）」の施行に伴い、国民健康保険団体連合会において、障害者自立支援法第５１条の１４第７項
に規定した地域相談支援給付費の支払事務、第５１条の１７第６項に規定した計画相談支援給付費の支払
事務及び児童福祉法第２１条の５の７第１４項、第２４条の３第１１項、第２４条の２６第６項に規定した障害
児通所給付費等の支払事務を行うための、国民健康保険団体連合会規約例等の一部改正を行う。 

改正が必要となる規約例等 

 

 ・ 国民健康保険団体連合会規約例 
 

    国民健康保険団体連合会が、整備法にかかる障害者自立支援法の地域相談支援給付費、計画相談支援給付費及び 

    児童福祉法の障害児通所給付費等の支払事務を受託することが可能となるように、国民健康保険団体連合会規約例を 

    改正する。 

 

 ・ 国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務特別会計経理規則例 
 

    整備法にかかる児童福祉法のサービス再編により、特別会計の勘定区分名称等が変更となることから、国民健康保険 

    団体連合会障害者自立支援事業関係業務特別会計経理規則例を改正する。 

 

 ・ 国民健康保険団体連合会障害介護給付費支払規則例 
 

    国民健康保険団体連合会が、整備法にかかる障害者自立支援法の地域相談支援給付費、計画相談支援給付費及び 

    児童福祉法の障害児通所給付費等の支払に関する業務を行うことが可能となるように、国民健康保険団体連合会障害 

    介護給付費支払規則例を改正する。 

国保連合会における規約例等の改正について 
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国民健康保険団体連合会が、整備法にかかる障害者自立支援法の地域相談支援給付費、計画相談支援
給付費及び児童福祉法の障害児通所給付費等の支払事務を受託することが可能となるように、規約例を
改正する。 
 

主たる改正の内容 規約例第6条の国保連合会が行う事業を下記のように改正する。 

1 障害者自立支援法に規定する下記の支払に関する事務 
 ・ 介護給付費 

 ・ 訓練等給付費 

 ・ サービス利用計画作成費 

 ・ 地域相談支援給付費 

 ・ 計画相談支援給付費 

 ・ 特定障害者特別給付費 

 ・ その他法令及び通知に定める給付 

   － 特別対策費、特例介護給付費、高額障害福祉サービス費等 

 

2 児童福祉法に規定する下記の支払に関する事務 
 ・ 障害児施設給付費 

 ・ 障害児入所給付費 

 ・ 障害児通所給付費 

 ・ 障害児相談支援給付費 

 ・ 特定入所障害児食費等給付費 

 ・ その他法令及び通知に定める給付 

   － 特別対策費、特例障害児通所給付費、高額障害児施設給付費等、 

      高額障害児通所給付費、高額障害児入所給付費等 

 

削除 

追加 

追加 

追加 

追加 

追加 

削除 

削除 
追加 

追加 
追加 

国民健康保険団体連合会規約例の改正 
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特別会計は、①業務勘定、②障害介護給付費支払勘定、③障害児給付費支払勘定に区分する。 

障害介護給付費支払勘定 

障害介護給付費 

特例介護給付費等 

高額障害福祉サービス費等 

障害児給付費 

特例障害児通所給付費 

高額障害児通所給付費（償還分） 

高額障害児入所給付費（償還分） 

自治体利用者負担分助成費 

介護給付費 

訓練等給付費 

計画相談支援給付費 

地域相談支援給付費 

特定障害者特別給付費 
障害児給付費 

支払手数料 

障害児通所給付費 

障害児入所給付費 

障害児相談支援給付費 

特定入所障害児食費等給付費 

特例介護給付費 

特例訓練等給付費 

高額障害福祉サービス費（現物分） 

高額障害児給付費等 

特例障害児通所給付費 

高額障害児通所給付費（現物分） 

障害児給付費支払勘定 

障害介護給付費 

支払手数料 

共同処理 

事務手数料 

追加 

追加 

追加 

追加 

追加 

追加 

追加 

追加 

追加 

追加 

特別対策費 
特別対策費 

高額障害福祉サービス費（償還分） 

地域生活支援事業費等 

自治体利用者負担分助成費 

特別対策費 
特別対策費 

国民健康保険団体連合会障害者自立支援事業関係業務特別会計 
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国民健康保険団体連合会が、整備法にかかる障害者自立支援法の地域相談支援給付費、計画相談支援給付費及び児
童福祉法の障害児通所給付費等の支払に関する業務を行うことが可能となるように、障害介護給付費支払規則例を改正
する。 

1 障害介護給付費支払規則例第2条に規定する委託書について 

 
支払委託書により市町村から受託する障害者自立支援法の支払事務の範囲については、 
 ①介護給付費、②訓練等給付費、③サービス利用計画作成費、 
 ④特定障害者特別給付費、⑤特別対策費 
の5つの給付費としていたが、整備法により、平成２４年４月から障害者自立支援法の支払事務の範囲として、 

 ①介護給付費、②訓練等給付費、③地域相談支援給付費、④計画相談支援給付費、 
 ⑤特定障害者特別給付費、⑥特別対策費 
の６つの給付費となる。 
 
また、整備法により、平成２４年４月から児童福祉法の支払事務の範囲として、 

 ①障害児入所給付費、②障害児通所給付費、③障害児相談支援給付費、 

 ④特定入所障害児食費等給付費、⑤特別対策費 

の５つの給付費が新たに追加されるため、市町村等と支払委託書を取り交わす必要がある。 

国民健康保険団体連合会障害介護給付費支払規則例の改正 
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国民健康保険団体連合会が、市町村等と別途契約書を取り交わす障害介護給付費支払規則例の委託事務外の事務の
受託について、平成２４年４月以降は下記のとおりとなるので参考にされたい。 

1 基準該当事業者に対する特例介護給付費等の支払事務について 
   障害者自立支援法に規定する基準該当事業者に対する特例介護給付費、特例訓練等給付費、 

   高額障害福祉サービス費（現物給付分）の支払 

   児童福祉法に規定する基準該当事業者に対する特例障害児通所給付費、 

   高額障害児通所給付費（現物給付分）の支払 

 

2  高額障害福祉サービス費の支払事務について 
   障害者自立支援法に規定する高額障害福祉サービス費の支払 

   児童福祉法に規定する高額障害児入所給付費、高額障害児通所給付費の支払 

 

3  地域生活支援事業に係る給付費の支払事務について 
   障害者自立支援法に規定する地域生活支援事業に係る給付費等の支払 

 

4  利用者負担分の市町村等の助成制度に係る補助金の支払事務について 
   自治体による介護給付費等、または障害児通所給付費等の利用者負担に対する助成事業に係る 

   補助金等の支払 

 

5  訪問調査委託料の支払事務について 

国保連合会における特例介護給付費等の支払事務受託について 
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＜平成２４年４月以降＞ 障害児通所給付費にかかる国保連合会への支払事務の委託状況 

                により、請求先が国保連合会と市町村に分かれる 

＜現行＞ 介護給付費（児童デイサービス）については、全市町村が国保連合会へ委託しているため、 

       請求先は国保連合会 

≪国保連合会へ委託≫ 

≪国保連合会に委託しない場合≫ 

≪国保連合会に委託する場合≫ 

【事業所】 

請 求 

支 払 

審査結果 

審査用資料 

審査用資料 

審査結果 

請 求 

支 払 

請 求 

支 払 

【国保連合会】 【市町村】 

【事業所】 【国保連合会】 【市町村】 

【事業所】 【市町村】 

児童福祉法のサービス再編に伴う障害児通所給付費の請求先について 
参考１ 
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（都道府県） 委託状況 請求先番号 請求先名称 （都道府県） 委託状況 請求先番号 請求先名称 
（政令市・児童 

相談所設置市） 
委託状況 請求先番号 請求先名称 

1 北海道 ○ 010000 北海道 25 滋賀県 ○ 250000 滋賀県 48 札幌市 ○ 011007 札幌市 

2 青森県 ○ 020000 青森県 26 京都府 ○ 260000 京都府 49 仙台市 ○ 041004 仙台市 

3 岩手県 ○ 030000 岩手県 27 大阪府 ○ 270000 大阪府 50 さいたま市 ○ 111007 さいたま市 

4 宮城県 ○ 040000 宮城県 28 兵庫県 ○ 280003 兵庫県 51 千葉市 × 

5 秋田県 ○ 050000 秋田県 29 奈良県 ○ 290009 奈良県 52 横浜市 ○ 141002 横浜市 

6 山形県 × 30 和歌山県 ○ 300000 和歌山県 53 川崎市 ○ 141309 川崎市 

7 福島県 ○ 070000 福島県 31 鳥取県 ○ 310000 鳥取県 54 相模原市 ○ 141598 相模原市児童相談所 

8 茨城県 ○ 080000 茨城県 32 島根県 ○ 320000 島根県 55 新潟市 × 

9 栃木県 ○ 090000 栃木県 33 岡山県 × 56 静岡市 ○ 221002 静岡市 

10 群馬県 ○ 100000 群馬県 34 広島県 ○ 340000 広島県 57 浜松市 ○ 221309 浜松市 

11 埼玉県 ○ 110000 埼玉県 35 山口県 ○ 350000 山口県 58 名古屋市 × 

12 千葉県 ○ 120000 千葉県 36 徳島県 × 59 京都市 ○ 261008 京都市 

13 東京都 ○ 130000 東京都 37 香川県 × 60 大阪市 ○ 271007 大阪市 

14 神奈川県 ○ 140000 神奈川県 38 愛媛県 × 61 堺市 ○ 271403 堺市 

15 新潟県 × 39 高知県 × 62 神戸市 × 

16 富山県 ○ 160000 富山県 40 福岡県 ○ 400000 福岡県 63 岡山市 × 

17 石川県 × 41 佐賀県 × 64 広島市 ○ 341008 広島市 

18 福井県 ○ 180000 福井県 42 長崎県 × 65 北九州市 ○ 401000 北九州市 

19 山梨県 ○ 190000 山梨県 43 熊本県 × 66 福岡市 ○ 401307 福岡市 

20 長野県 ○ 200000 長野県 44 大分県 × 67 金沢市 × 

21 岐阜県 × 45 宮崎県 × 68 横須賀市 ○ 142026 横須賀市児童相談所 

22 静岡県 ○ 220000 静岡県 46 鹿児島県 × 69 熊本市 × 

23 愛知県 × 47 沖縄県 × 

24 三重県 ○ 240000 三重県 

※○・・・委託する   ×・・・委託しない 
（平成２３年８月１日現在） 

都道府県・指定都市・児童設置市における障害児施設給付費に関する 

国民健康保険団体連合会への支払事務委託状況 
参考2 

32 



６ その他 



１．現状 
 特定障害者特別給付費については、受給者証に記載された支給額（日額）を請求明細書の算定日額に設定し、請求す
ることとなる。 
 現在の支払等システムにおいては、請求明細書の特定障害者特別給付費の算定日額と受給者台帳（基本情報）の補足
給付額（日額）を突合する点検を実施しており、算定日額が補足給付額を超えて設定されていた場合は「警告」となる
が、低い額が設定されていた場合は「正常」となる。 

２．対応 
 請求明細書の特定障害者特別給付費の算定日額及びサービス提供実績記録票の補足給付額（円／日）について、決定
された特定障害者特別給付費の支給額と一致するようシステム改修を行う。 
 具体的には、 請求明細書の特定障害者特別給付費の算定日額及びサービス提供実績記録票の補足給付額（円／日）が
受給者台帳（基本情報）の補足給付額（日額）と一致することを確認するよう点検内容の見直しを行う。 
 なお、当該点検の変更により、算定日額に補足給付額より低い額が設定されていた場合の判定レベルは、「警告」と
する。 
   

３．変更月 
 平成２３年１１月受付分から 

サービス種類：施設入所支援、旧法施設支援（入所）、障害児施設支援（入所） 
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障害者自立支援給付支払等システムにおける点検内容の一部変更について 



 
１．現状 
 旧身体障害者入所療護施設における「神経内科医加算」及び「看護師加算」について、報酬告示上は筋委縮性側索硬
化症等障害者である入所者に対して、入所による指定旧法施設支援を行った場合に算定可能であるにもかかわらず、現
在の支払等システムにおいては、筋委縮性側索硬化症等障害者でない入所者に対して算定していても「正常」となる。 
 

２．対応 
 旧身体障害者入所療護施設における「神経内科医加算」及び「看護師加算」について、報酬告示に記載のとおり、筋
委縮性側索硬化症等障害者である入所者に対して、入所による指定旧法施設支援を行った場合に限り算定可能となるよ
うシステム改修を行う。 
 具体的には、 「神経内科医加算」（請求サービスコード835560）及び「看護師加算」 （請求サービスコード
835570）の請求があった場合、受給者台帳（支給決定情報）に支給決定「旧身体入所療護加算ＡＬＳ」（決定サー
ビスコード830915）が登録されていることを確認する点検を新たに追加する。 

３．変更月 
 平成２３年１１月受付分から 
 （「正常」から「エラー」への改修であるため、１１月受付分より適応とする。） 

サービス種類：旧身体障害者入所療護施設 

※ 平成２３年５月２３日付事務連絡「障害者自立支援給付支払等システムにおける点検内容の一部変更 
  について」にて通知済。  
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